
 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎年、秋から春にかけて流行する感染性胃腸炎（ウィルス性胃腸炎、ノロウィルス感染症なども）。今年はその勢い

が強いようで、すでに県内でも流行している地区があります。寒河江市内の小・中学校ではまだ流行しているところ

はないようですが、本校では 11 月から 12 月にかけて、3 名が感染性胃腸炎にかかっています。 

感染力がとても強い病気ですので、注意していきましょう。医師より「感染性胃腸炎」「ウィルス性胃腸炎」等の診断

を受けた場合は、『出席停止』となります。医師の指示を守り、しっかり治るまで家でゆっくり休んでください。 

＜どんなふうにうつるの？ 症 状
しょうじょう

は？＞ 

感染
かんせん

した人の便
べん

や嘔吐物
お う と ぶ つ

（はいたもの）、貝類
かいるい

などの中

にウィルスがあり、それにふれたり、貝を食べたりして、人

の口から体の中に入っていきます。 

体の中に入ると、腸
ちょう

で急激
きゅうげき

に増
ふ

え、その後１～２日でげ

り、嘔吐
お う と

、はき気
け

、腹痛
ふ く つ う

、発熱
はつねつ

、頭痛
ず つ う

などが出てきます。 

普通
ふ つ う

は３日くらいで治
なお

りますが、ウィルスは１週間くらい

感染
かんせん

した人の便
べん

の中に入っています。 

＜よぼうは？ ＞ 

①手あらい・食事の前はせっけんでていねいにあらう。 

②カキ貝などの生食
なましょく

はできるだけさける。 

③胃腸炎にかかった人の嘔吐物や便の始末は、手袋

やマスクをつけて。 

④嘔吐物や便の消毒は塩素
え ん そ

系
けい

漂白剤
ひょうはくざい

をうすめて使う。

（１ℓの水に原液をキャップ１ぱい） 

⑤生活リズムをととのえ、抵抗力
ていこうりょく

をアップさせる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 寒さも本格的になってきました。暖房も入っていますが、廊下や体育館などはかなり寒いと感じます。 

保健室に「おなかがいたい」とやってくる人も多く、感染性胃腸炎やかぜでは・・・と思われる人もいますが、

中には、『体が冷えているため』と思われる人もよくみられます。 

暖かい下着を着ていない、ミニスカート、穴あきジーパン、アンクルソックス・・・見ていて寒そうだなぁと感

じる人も少なくありません(-“-)。とても今風でかっこいいのですが、学校はとても寒いですので、しっかりと

防寒の服装をしてくるようにしましょう。 

 おなかが弱い、よく腹痛を起こす人は、下の記事（健康教室 12月号「東山書房」）を読み参考にしてください。 


